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　大阪城の京橋口あたりに大阪砲兵工
廠の表門跡があります。門柱の横に、
明治天皇が砲兵工廠を見に来たときの

顕彰碑も建っています。表門を入って
すぐ左側にあるレンガの建物が化学分
析場跡です。建物は建築家・置塩章の
建築で1919年に完成しました。建物は
戦後の一時期、自衛隊が使用していた
時期もありましたが、現在は出入りが
禁止になっており、建物前の駐車場だ
けが利用されているようです。また、
向い側にある小さなレンガ造りの建物
は当時の守衛室といわれています。

砲兵工
こうしょう

廠の
化学分析場跡

　

平
安
時
代
の
陰お

ん
み
ょ
う
じ

陽
師
と
し
て
映
画
や
小
説
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
の
が
安
倍
晴
明
。
安
倍
晴
明
の
出
身
地
に

つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、
有
力
な
の
は
大
阪
市

阿
倍
野
区
説
。
い
ま
か
ら
千
年
以
上
昔
、
阿
倍
野
に
安

倍
保
名（
あ
べ
の
や
す
な
）と
い
う
男
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
和
泉
の
信し

の
だ田
明
神
へ
お
参
り
の
帰
り
、
狩
り
で
追

わ
れ
た
白
狐
が
逃
げ
て
き
た
の
で
、
か
く
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
白
狐
は
女
性
に
な
っ
て
、
保
名
の
と
こ

ろ
へ
来
て
、
名
前
は
葛く

ず

乃
葉
と
名
乗
り
ま
し
た
。
ふ
た

り
は
結
婚
し
て
阿
部
神
社
の
近
く
に
住
み
、
生
ま
れ
た

子
ど
も
が
安
倍
晴
明
で
す
。
こ
れ
は
有
名
な
『
葛
乃
葉

伝
説
』
で
、
歌
舞
伎
や
文
楽
に
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
演
目
で
す
。
狐
は
古
来
か
ら
、
霊
力
を
持
っ
た

動
物
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
お
り
、
白
狐
で
あ
っ
た
母
親

を
持
つ
と
い
う
晴
明
は
、
当
時
は
ま
さ
に
謎
め
い
た
カ

リ
ス
マ
陰
陽
師
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

阿
倍
野
区
に
あ
る
安
倍
晴
明
神
社
は
そ
の
安
倍
晴
明

の
生
誕
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
晴
明
神
社
に
伝

わ
る『
安
倍
晴
明
宮
御
社
伝
書
』に
は
、
安
倍
晴
明
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
を
惜
し
ん
だ
上
皇
が
、
生
誕
の
地
に
晴

明
を
祭
ら
せ
る
こ
と
を
晴
明
の
子
孫
に
命
じ
、
亡
く
な

っ
て
２
年
後
の
寛
弘
四
年（
１
０
０
７
年
）に
完
成
し
た

の
が
、安
倍
晴
明
神
社
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
べ
の
筋
か
ら
路
地
を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
安

倍
晴
明
神
社
の
小
さ
な
鳥
居
が
あ
り
、
伝
説
の
と
お
り

２
匹
の
白
い
狐
に
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
生
誕
地
の
石

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
隣
に
は
産
湯
に
使
っ
た
井

戸
も
。
安
倍
晴
明
ブ
ー
ム
の
お
か
げ
で
、
最
近
は
こ
の

小
さ
な
神
社
を
訪
れ
る
人
も
多
い
と
か
。

　

安
倍
晴
明
は
京
の
都
で
大
活
躍
し
た
だ
け
に
、
京
都

上
京
区
の
一
条
戻
橋
に
晴
明
神
社
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の

方
は
観
光
客
で
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

23
大阪市
阿倍野区

安あ
べ
の倍

晴せ
い

明め
い

と
阿
倍
野

細い路地を入ったところにひっそりと
建っている安倍晴明神社　　　　　　

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
敗
戦
が
濃

く
な
っ
て
い
る
も
と
で
、
日
本
軍

は
最
後
の
捨
て
身
の
作
戦
と
し

て
、「
特
攻
」
を
作
り
ま
し
た
。

「
特
攻
」は
特
別
攻
撃
の
こ
と
で
、

爆
弾
を
搭
載
し
た
軍
用
機
な
ど
を

搭
乗
員
ご
と
敵
艦
に
体
当
た
り
さ

せ
る
戦
法
で
し
た
。
亡
く
な
っ
た

特
攻
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
約
４
０
０

０
人
、
撃
沈
さ
れ
た
艦
は
約
40
隻

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
で
は

特
攻
隊
を
「
カ
ミ
カ
ゼ
」
と
し
て

狂
信
的
な
行
動
の
象
徴
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
と
く

に
「
９
・
11
テ
ロ
事
件
」
後
は
自

爆
テ
ロ
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

　

監
督
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
リ

サ
・
モ
リ
モ
ト
。
日
系
ア
メ

リ
カ
人
二
世
と
し
て
生
ま

れ
、
日
本
人
だ
っ
た
叔
父
が
特
攻

隊
の
生
き
残
り
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

と
い
う
異
色
の
経
歴
を
持
っ
て
い

ま
す
。
も
う
ひ
と
り
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
の
リ
ン
ダ
・
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
は
ア
メ
リ
カ
人
で
す
が
日
本
で

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

　

最
近
、
よ
く
テ
ー
マ
に
さ
れ

る 「
特
攻
」 

で
す
が
、
こ
の
映
画

は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
、

こ
の
２
人
が
元
特
攻
隊
員
４
人
に

取
材
し
ま
す
。
い
ろ
ん
な
理
由
で

生
還
し
た
元
特
攻
隊
員
の
口
か

ら
、
60
年
以
上
の
時
を
超
え
て
、

そ
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
す
。

　（いはら さいかく）、本名は平山藤五（ひらやま とうご）、1642年生まれで1693年９月９日没。
江戸時代の浮世草子、人形浄瑠璃作者、俳人。「好色一代男」などの作品があります。15歳のころから
文芸の道を歩み始め、家業を他人に任せて、諸国を渡り歩きました。西鶴の名は晩年になって名乗
ったものいで、時の５代将軍徳川綱吉が娘の鶴姫を溺愛するあまり出した「鶴字法度」（庶民が鶴
の字を使用することを禁止）に因んでいます。表題の句は西鶴の辞世の句として知られています。♡いまも 心に響く　名詩･名歌･名語録

浮世の月見過しにけり
末二年

井原西鶴

　（ツバメやスズメのように小さいものには、ハクチョウやコウノトリのような大きな鳥の志な
ど理解できようか、理解できまい）秦の時代、百姓の陳勝が農作業の休憩のとき仲間に「私が将
来、立身出世しても、お互いに忘れないでいよう」と言ったが、仲間うちからは「出世などする
ものか」とバカにされました。そのときの陳勝の言葉が表題の句です。陳勝はその後、秦の帝国
が滅亡へと向かう引き金になった反乱を起こします。

ああ、燕
えん

雀
じゃく

いずくんぞ

鴻
こう

鵠
こく

の志を知らんや

『史記』

狭いスペースに写真や資料がいっぱいの展示室
　

吹
田
市
に
あ
る
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
吹
田
工
場
前
の
坂
道
を
少
し

登
る
と
、
吹
田
市
民
会
館
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
６
階
フ
ロ
ア
に

吹
田
市
平
和
祈
念
資
料
室
が
あ

り
ま
す
。
大
阪
府
下
で
、
平
和

資
料
館
的
な
施
設
が
あ
る
の

は
、
大
阪
府
・
市
の
「
ピ
ー
ス

お
お
さ
か
」、
堺
市
の
「
平
和

人
権
資
料
館
」、
そ
し
て
こ
の

吹
田
市
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

く
「
平
和
」
に
関
す
る
書
籍
が

約
３
１
０
０
冊
。
戦
前
に
発
行

さ
れ
た
も
の
か
ら
マ
ン
ガ
、
最

近
に
発
行
さ
れ
た
新
刊
本
ま
で

と
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

平
和
祈
念
資
料
室
の
と
り
く

み
で
は
、
毎
月
１
回
、「
平
和

映
画
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
は
『
太
陽
の
子
』（
灰
谷
健

次
郎
原
作
、
浦
山
桐
郎
監
督
、

１
９
８
０
年
作
品
）、
９
月
は

吹
田
市
の
平
和
祈
念
資
料
室
は

規
模
は
小
さ
い
も
の
で
す
が
、

中
身
は
詰
っ
て
い
ま
す
。
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
戦
前
・
戦
中
の

市
民
の
生
活
や
軍
隊
に
関
す
る

も
の
を
中
心
に
、服
装
や
備
品
、

１
ト
ン
爆
弾
破
片
、吹
田
で
の

空
襲
被
害
地
図
な
ど
。
ビ
デ
オ

コ
ー
ナ
ー
で
は
２
３
０
本
の
ビ

デ
オ
が
あ
り
ま
す
。
図
書
コ
ー

ナ
ー
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
広

『
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ　

明

日
』（
黒
木
和
雄
監
督
、
１
９
８

８
年
作
品
）
と
来
年
３
月
ま
で

の
予
定
作
品
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
市
民
に
も
人
気
が
あ
り
貴

重
な
企
画
で
す
。

　

ま
た
、
８
月
の
企
画
展
と
し

て
、「
子
ど
も
た
ち
の
戦
争―

絵

日
記
で
つ
づ
る
学
童
疎
開
」
を

８
月
21
日
か
ら
９
月
２
日
ま
で

開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

小
さ
く
て
も
中
身
と
資
料
が
充
実
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／なし　 ▼開館時間／９時30分～17時　 ▼休
館日／月曜日、公民の休日、年末年始

吹田市
平和祈念資料室

（吹田市）

大阪城の戦争遺跡③

今もレンガが美しい化学分析場跡の建物

異色の日系女性ふたりが
作ったドキュメンタリー

「TOKKO－特攻」

（ ）


